
折込パンフレット（多治見）10/30 第3版 → 11/01 版 変更箇所に印（赤枠＋番号）

表

1  「新聞ご購読者でなくてもご利用できます」を少し上に（見本②「少し上に」）

2  「み・まも〜る とは」の段を外し、裏の頭にあった「わたしたち中日新聞販売店は、この地を愛し、ここ

で生きる人びとに寄り添います。」をここへ（見本②）

3  文を「み・まも〜る＋プラスは、中日新聞の無料の安否確認サービス「み・まも〜る」に加え、新しく、

日々の生活の身近な「お困りごと」を解決する「相談窓口」を開設しました。」に。後半は赤。「に加え」の

後の読点はこちらで補った（見本②）

4  「新聞販売店だから出来る／「お困りごと相談窓口」／説明」を左の列の中央にそろえ、文字を一段大きく

（前置き 12.5／見出し 21／説明 12.5pt）（こちらで整えた）

5  「新聞販売店が『つなぎ目（ハブ）』となり、新たな活力へ変えていく。」→「新聞販売店が、皆さんの「お

困りごと」を、市内の関係者と一緒に解決します。」。「市内の関係者」は下の帯の見出しと同じ緑にして、帯

へつながるようにした（見本②「この様に修正」／LINE 11/01 05:00（緑はこちらの判断））

6  挿絵の上の小さな SOS の粒6つを外し、「溢れかえっている“介護保険外のSOS”」の吹き出しだけに。吹き

出しは、はしごの絵の上（左上）へ（見本②）

7  左端の挿絵（手を振るしんぶん君とおばあさん）を外し、はしご・チケットの2点に。2点は少し大きくし

た（見本②（大きさはこちらで整えた））

8  チケットを渡す絵の上に「気軽にご利用ください」の吹き出しを足した（SOS の吹き出しと左右に分け、

重ならないように）（見本②）

9  帯の見出し「地域支援サポート」→「連携・協働機関」（【】は緑の札の形で表した）（見本②（札の形はこ

ちらの判断））

全面に掛かる変更

出どころ＝三宅さんのパンフレット②（11/01 06:22 便・第3版に赤枠で直しを書いたもの）と、11/01

05:00 の LINE「市内の関係者と一緒に解決します。こんな感じで、その下の【連携・協働機関】につなが

る様に」

変えたのは見本②で直っていた箇所だけ。配色・書体・段の組み方は第3版のまま（段の間隔は表 3mm／

裏 3.2mm でそろえ、紙の端の余白は上下左右 7mm）

B 版（バックキャスティングなし）は、裏の下の一文と SDGs のロゴを外したもの。ほかは A と同じ



折込パンフレット（多治見）10/30 第3版 → 11/01 版 変更箇所に印（赤枠＋番号）

裏

10  頭の2行目を「市内の多様な関係者と一緒に活動します。」に（元の文は表へ移した）（見本②）

11  よくあるご質問の3つ目「信頼できる地元の業者等をご紹介いたします。」→「信頼のおける関係者の皆さん

をご紹介します。」（赤字）（見本②「関係者の皆さんを」「信頼のおける関係者の皆さんをご紹介します。（赤

文字で）」）

12  バックキャスティングの一文の横に SDGs のロゴ（国連の公式データ・国連エンブレムなし版。色と形は変

えていない）（見本②（データは国連の公式サイトから））

全面に掛かる変更

出どころ＝三宅さんのパンフレット②（11/01 06:22 便・第3版に赤枠で直しを書いたもの）と、11/01

05:00 の LINE「市内の関係者と一緒に解決します。こんな感じで、その下の【連携・協働機関】につなが

る様に」

変えたのは見本②で直っていた箇所だけ。配色・書体・段の組み方は第3版のまま（段の間隔は表 3mm／

裏 3.2mm でそろえ、紙の端の余白は上下左右 7mm）

B 版（バックキャスティングなし）は、裏の下の一文と SDGs のロゴを外したもの。ほかは A と同じ


